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	応用
	抗原情報
	背景
	レチノール結合タンパク質2（RBP2）ホモ・サピエンス この遺伝子は、小腸上皮に豊富に存在するタンパク質をコードしています。ビタミンAの取り込みおよび／または細胞内代謝に関与していると考えられています。ビタミンAは脂溶性ビタミンであり、成長、生殖、上皮組織の分化、そして視覚に必須です。このタンパク質は、月経周期中の子宮内膜細胞の核へのレチノイン酸の供給を調節する可能性もあります。[RefSeq提供、2015年8月],ドメイン：内部に疎水性リガンドを収容するβバレル構造を形成する。,機能：レチノールの細胞内輸送。,類似性：カリシンスーパーファミリーに属する。脂肪酸結合タンパク質（FABP）ファミリー。,組織特異性：成人の小腸で高い発現を示し、胎児の腎臓でははるかに低い発現を示す。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	RBP2 抗体を使用した K562 細胞の溶解液のウェスタン ブロット分析。
	

	CRBP IIポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。

